
令和２年10月

鹿屋市上下水道部

業務課・工務課

３ 評価結果の概要…………………………………………………… Ｐ１

　(1) 実現方策の評価結果  …………………………………  Ｐ１~Ｐ２

　(2) 投資・財源計画評価総括表  …………………………………  Ｐ3

４ 総括 ………………………………………………………………… Ｐ3

 鹿屋市水道事業ビジョン（経営戦略）

に基づく取り組み評価概要報告書

　　　 【令和元年度評価結果】

〈 目 次 〉

１ 評価の目的………………………………………………………… Ｐ１

２ 評価の方法………………………………………………………… Ｐ１



　　　実績値と計画値を比較し、差が生じている場合にはその原因を分析する。

１  評価の目的

２  評価の方法

       平成30年度に策定した鹿屋市水道事業の中長期的な経営の基本計画である「鹿屋市水道事業

   ビジョン（経営戦略）」の実施状況の評価を行い、その結果を予算編成や事業計画に反映させ

   ることにより、継続的な経営改善を図る。

       上下水道部の業務課・工務課による自己評価として、担当係が「実現方策の進捗度」及び「

　投資・財政計画の健全度」について１次評価を行った後、次に係長級以上の職員で構成する「

　鹿屋市水道事業ビジョン（経営戦略）内部評価会議」が、１次評価の内容が適当であるかを総

　合的な視点から判断する２次評価を行い、最終的な評価を決定するものである。

　　　取り組み内容から現状を分析し、その進捗状況を「完了」、「Ａ：順調」、「Ｂ：概ね順

　　調」、「Ｃ：遅れている」、「Ｄ：その他」の５段階に評価する。

　　　その結果を受けて、今後の取り組みの方向性を「１：拡充」、「２：維持」、「３：改善

　　」、「４：縮小」、「５：廃止」で示す。

（2）投資・財政計画の評価（収益的収支・資本的収支・補てん財源・資金残高等）

（1）実現方策の評価（75項目）

３  評価結果の概要

（1）実現方策の評価結果（75項目）

評価項目数

30

基本目標

1)「進捗状況」の評価結果（基本目標ごと）

持続

施策方針

組織体制の強化、健全経営の確保、官民連携の推進など

安全 15良質な水源の確保、水源水質の保全、浄水施設の整備など

強靭 30適切な水道施設の更新、管路の耐震化、応急給水の強化など

完了 2項目 2.67％

Ａ：順調 25項目 36％

Ｂ：概ね順調 35項目 46.67％

Ｃ：遅れてい

る11項目

14.67％

Ｄ：その他 2

項目 2.67％

【完了】 2項目 2.67%

【Ａ：順調】 25項目 33.33%

【Ｂ：概ね順調】 35項目 46.67%

【Ｃ：遅れている】 11項目 14.67%

【Ｄ：その他】 2項目 2.67%

計 75項目 100.00%
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2)「今後の方向性」の評価結果（基本目標ごと）

3)  主な各種指標の進捗状況

4)  主なもの

6

7

8

9

4

5

1

2

3

2028年度目標

84.40%

0.74%

74.40%

基幹管路の耐震適合率

配水池の耐震化率

119.40%

121.10%

116.70%

89.62%

番号

営業収支比率

給水人口一人当たりの配水量（強） 363ℓ

55.20%

61.30%

325ℓ

61.00%

68.40%

施設利用率

管路の更新率

有収率

2019年度実績

119.80%

121.70%

116.00%

81.18%

0.32%

77.77%

各種指標

料金回収率

経常収支比率

96.18%

43.24%

※１

111.69%

90.49%

進捗率

100.34%

100.50%

99.40%

※１　厚生労働省は予備能力確保のため、施設利用率は75％以下とすることを推奨している。

具体的施策 今後の方向性

①災害時における給水体制等の強化 応急給水設備や給水車の導入

②若手職員への技術継承
施設の操作及びメンテナンスマニュアルの

策定

③業務マニュアルの作成 業務マニュアルの見直し

④官民連携の活用の調査・検討 包括業務委託の方向性・効果等の再検討

⑤施設台帳の整備 業務委託による水道施設台帳の整備

⑩有収率の向上
漏水調査区域の見直し、管・弁の状況調査

の毎年度実施

⑪危機管理対策マニュアルの見直し、BCPの策定 危機管理対策マニュアル及びBCPの見直し

⑥水源開発の実施
「施設規模適正化計画」の検討結果を踏ま

えた行程表の修正
⑦アセットマネジメントに基づく計画的更新

⑧適正な施設規模への更新

⑨硝酸態窒素等に対応した高度浄水処理等の検討 高度浄水処理施設整備基本計画の策定

１：拡充 11項目

18.67％

２：維持 52項目 65.33％

３：改善

11項目

14.67％

５：廃止 1項目

1.33％

【１：拡充】 11項目 14.67%

【２：維持】 52項目 69.33%

【３：改善】 11項目 14.67%

【４：縮小】 0項目 0.00%

【５：廃止】 1項目 1.33%

計 75項目 100.00%
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3) 評価結果

（2）投資・財政計画の評価結果（令和元年度決算）

           ③   不足額については、①と②の収支の結果、対計画比で約4,800万円の減となり、内部

　　　　留保資金により補てんする。

        　   収支のバランスはとれており、最終的に収益的収支及び資本的収支が計画より好転した

           ことなどを受けて、資金残高は対計画比で約１億3,700万円の増、事業収益に対する資金

　　　残高率は対計画比で3.8ポイント増となり、概ね計画どおりの財政運営が図られている。

　　　　今後も引き続き、計画的な投資が必要である。

         「進捗状況」の評価では、「Ａ：順調」と「Ｂ：概ね順調」の合計割合が82.67％を占める

　   ことなどから、全体を通しての評価としては「概ね計画どおり進んでいる」と判断する。

　　   また、「今後の方向性」の評価では、「１：拡充」と「２：維持」の合計割合が84.00％

　   を占めていることなどから、今後は基本的に現在の取り組みを継続しつつ、一部拡充や改善

       を検討しながら、予算編成に反映させていく必要がある。

４  総括

1) 収益的収支

2) 資本的収支

　     ①    収入については、給水収益が新型コロナウイルス感染症に伴う使用量の増など対計画

　　     比で約1,500万円の増、工事に伴う負担金及び旧輝北簡易水道事業統合に伴う繰入金の増

            など対計画比で約2,900万円の増、合計の対計画比で約4,400万円の増となる。

　     ②   支出については、職員数の減などにより人件費が対計画比で約2,100万円の減であった

            ものの、柳浄水場等業務管理の委託開始による委託料の増など対計画比で約2,500万円の

　　　 増、水源地や配水池等のポンプの経年劣化よる修繕費の増など対計画比で約2,600万円の

            増があったことなどから、合計の対計画比で約3,900万円の増となる。

         ③   当年度純利益については、①と②の収支の結果、対計画比で約500万円の増となる。

      　①   収入については、他会計出資補助金が旧輝北簡易水道事業統合に伴う繰入金と、工事

             負担金の増など対計画比で約2,100万円の増となる。

          ②   支出については、工事請負費が水源開発計画に係る見直しなどにより、対計画比で約

　　　   4,800万円の減となり、合計の対計画比で約2,700万円の減となる。

３


